
①高岡会場：富山県産業技術研究開発センター
ものづくり研究開発センター(高岡市二上町150)

②Web会場：Zoomミーティング
※いずれの会場でもすべてのプログラムをご聴講いただけます。

13:20～14:10 特別講演

令和５年度研究発表会

日時 令和5年7月25日(火) 13:15～17:00

富山県産業技術研究開発センター

テクノシンポジウム2023

配送、監視、軽作業などにドローンが活躍し始め、空(そら)を有効利用しようとする機運が高
まっています。ドローンをはじめとした飛行ロボットの研究・開発が盛んに行われていますが、
飛行性能や機能に関しては我々が普段から目にする鳥類の方が勝る面が多々あります。本講演
では、飛行機・ドローン・鳥の飛行の違いを解説し、現在、開発を進めている鳥型ロボットの
研究事例を紹介します。

聴講無料

14:10～16:45 研究発表 ※次ページ記載の7課題
(15:10～15:25) 研究成果ポスターの展示・配信（休憩）

イミュニティ試験システム、画像測定機、落下衝撃試験機、
ゲル浸透クロマトグラフ、破裂強度試験機

高岡会場：会場内にてポスター展示
Web会場：ポスターのスライドショー配信

16:45～17:00 新設設備紹介

｢鳥のように空を飛ぶには
～飛行機・ドローン・鳥の違いと

鳥型ロボットの実現～｣
九州工業大学 大学院情報工学研究院
知的システム工学研究系 准教授 大竹博 氏

研究分野・技術分野
・飛行ロボット (鳥型ロボット，ドローン)
・生体情報解析 (脳波・脈波の解析と応用)
・知的制御 (ファジィ制御，ロボット制御)

略歴
2004年電気通信大学助手
2011年九州工業大学准教授

場所

大竹研究室の
YouTubeチャンネル



研究発表一覧
①14:10～14:30 農産資源由来リグニンを用いた機能性材料原料の合成
もみ殻は米の収穫時に大量に発しますが、工業的な利用方法が確立されていません。そこで、もみ殻をバイオマ

ス資源として活用する研究として、もみ殻に含まれる芳香族高分子であるリグニンの前処理および種々のアルカリ
試薬によるアルカリ分解を行い、樹脂原料として利用可能なバニリン等の抽出について検討を行いました。本法で
得られた芳香族化学品は石油由来の化学品の代替品として利用ができると考えられます。

ものづくり研究開発センター 出村研究員

②14:30～14:50 摩擦撹拌によるテーラード・ブランク接合材の開発
本研究は、板厚や材質が異なる複数の板材を繋ぎ合わせた1枚のテーラード・ブランク材を開発するために、摩

擦攪拌接合を適用して、接合条件と継手の機械的性質について検討しました。当日は、板厚1mmと1.6mmのA6061
合金同士の接合と、板厚1mmのA2024合金と1.6mmのA6061合金の材質と板厚が異なるアルミニウム合金同士の
テーラード・ブランク材の接合を行ったので、その結果を報告します。

ものづくり研究開発センター 柿内主任研究員

③14:50～15:10 周期構造体を用いた電磁波制御に関する研究
電子機器内では、デジタル回路から発生した電磁ノイズがプリント基板端部から放射され、無線通信の通信速度

の低下等を引き起こすことが問題となっており、その対策には主にコンデンサが使われています。本研究ではその
代替手法として基板内部に模様(EBG構造)を作る方法において、簡単ではありますが低周波数に効果を持たせる場
合に有利な構造を考案しましたので、その構造について理論と実験の両面から報告いたします。

ものづくり研究開発センター 宮田主任研究員

15:10～15:25 研究成果ポスター展示（休憩）

④15:25～15:45 コロナウィルス感染予防対策品としてのマスク評価方法の検討
コロナ禍の情勢を受けマスクの着用を踏まえた客観的な評価方法が求められていますが、既存の試験方法(JIS規

格)はあくまで材料としての生地の特性評価であり、対応できる機関も限られています。本研究では、工業系の公設
試験研究機関で実施できる製品としてのマスクの評価方法(マネキンを用いたマスクの飛沫遮蔽性評価、マスク着用
時の各部温度測定と官能評価、気流可視化装置を用いたマスクからの漏洩飛沫観察)について検討しましたので、そ
の結果について報告します。

生活工学研究所 浦上主任研究員

⑤15:45～16:05 機能性を向上させたスポーツ用衝撃吸収パッドの開発
プレーヤーの身体保護を考慮したスポーツウェアのための、衝撃吸収力に優れた丈夫で動きやすい衝撃吸収パッ

ドの開発を目的としました。この発表では市販の衝撃吸収パッド付きスポーツウェアおよびプロテクター素材を収
集して、サンプルの衝撃吸収材について、低速衝突、高速衝突および圧縮試験機による評価を行い、競技中に身体
に作用する衝撃力の大きさ、作用時間などの保護効果を検討した結果について報告します。

生活工学研究所 牧村副主幹研究員

⑥16:05～16:25 薄膜2次電池の開発
センサなど電子部品の電源として期待されている固体電解質を採用した薄膜2次電池の開発を目指して試作を実

施しました。固体電解質電池の課題である正極・固体電解質・負極の各層界面形成は、スパッタリングによる連続
成膜で行いました。その結果、数百サイクル充放電可能な薄膜2次電池を作製できました。本試作における材料お
よび構造の検討と、その電池特性について報告します。

機械電子研究所 角田副主幹研究員

⑦16:25～16:45 人工股関節ステム部の最適設計
人工股関節のうち、ステム部と呼ばれる金属製人工骨の設計方法を開発しました。現在の金属製人工骨は大腿骨

に比べて強すぎる(弾性率が高い)ため、術後に人工骨の周囲の骨が退化し骨折につながることが問題になっていま
す。この研究では、人工骨の内部を解析ソフトで最適設計することにより、人工骨周囲の退化を抑えることができ
るような人工股関節の開発を行いました。また、設計したステムは3Dプリンタで製造を行いました。

機械電子研究所 中村主任研究員



FAXTEL*1企業名(団体名) *1

富山県産業技術研究開発センター令和5年度研究発表会
「テクノシンポジウム2023」

参加申込書

申込締切 ：令和5年7月21日(金) 
申込･問合先：E-mail  kikakuk@itc.pref.toyama.jp FAX  0766  21  2402

富山県産業技術研究開発センター企画調整課 TEL.  0766  21  2121

・フォームにご記入いただき、下記申込み・問合せ先へお送りください。
・必要事項の電子メールでの送信や上記電子申請サービスでも申込みいただけます。
・申込みの受付け確認および参加方法等を電子メールにてお知らせいたします。

メルマガ
登録*3

参加会場*1 *2
(いずれかを選択)電子メールアドレス*1氏名*1所属・役職等*1

□する□高岡
□Web(Zoom)

□する□高岡
□Web(Zoom)

□する□高岡
□Web(Zoom)

*1：必ずご記入ください。本イベントのご案内・ご連絡に必要な情報です。
*2：高岡会場では、昨年度に当センターで実施したすべての研究をまとめた研究報告(約100ページの

冊子)を配布します。また、研究報告のPDFファイルを事前に当センターWebサイト
(http://www.itc.pref.toyama.jp)に公開する予定です。

*3：富山県産業技術研究開発センターではメールマガジンを月1回程度配信しています。ご記入いた
だいた情報をメールマガジンの配信に使用してよい場合は「□する」にチェックマークをつけて
ください。

※満席となった場合、お申込みを制限(参加会場変更のお願い、または取消し)させていただく場合が
あります。

※ご記入いただいた情報は、本イベントに関するご案内にのみ利用させていただきます。
※本イベントの撮影・録画・録音は両会場とも禁止させていただきます。

インターネットからも申込みできます
（富山県電子申請サービスを利用）

https://shinsei.pref.toyama.lg.jp/gkZP3MoB


